
(1） 第233号 広 報 あ か い け 昭和57年6月1日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 廿（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 I 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,642 人 賊9 ) 

男 4,598 人 （減3 ) 

女 5,044 人 （減6 ) 

出生 7人 転入 43人 

死亡 7人 転出 52人 

（昭和57年4月末日現在） 

〔出発を前に町長、議長に挨拶する左から辻村班長、太田さん、山本さん、小松さん〕 

中国へ4人の若者が訪間 
~

~ 

H1 lt 'I、”’ェ、・’二、’・‘Al 、二」 

い’' ''' ' - - ' ・；c '. r rr. ,. . . . a・・‘ず 

第12回日中友交福岡県青年の船
5月15 日から5月28 日までの日程で、第1 2回日中友交県青年福岡の船が中国を訪間しました。 

これは、中華人民共和国の実情参観や、現地青年との交流を通じ日中両国の相互理解と信頼を深め、 

団体生活を通じての心身の鍛練をはかり、ひいては、国際的視野を持ち、郷土発展のために努力する健 

全な福岡県青年を育成すカことを目的に毎年行われているものです。 

当町からは、次の4人が代表として乗船。青島・済南・天津・北京と 

14 日間にわたり中国を訪問、親善使節としてその大役を果して来まし 

た。 出発を前にした5月1 3 日、町長、議長に出発の挨拶のため、役場 

を訪れました。 

香月町長は、 「中国の良さ、日本との違いをはっきり見て帰り、その 

経験を生かして、地域活動に若い力を注いでください。 」 と4人を送り 

ました。 
町を代表して訪問した4人は、次の方です。 〔敬称略〕 

〇辻村 哲弥班長（29歳、町教育委員会勤務、大和町） 

〇山本喜久江 （26 歳、自営業、稲荷町） 

〇太田 暢哉 （21 歳、自営業、大和町） , 、一 

〇小松 弥生 （21 歳、上野保育所保母、 フぐ7南JI 

なお、訪問の感想などは、次号で掲載します。 
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I 各地区公民館対抗I)レー競技順位表 

Ili 

地区子ども 

対抗リレ― 

地区青年 

対抗リレー 

地区公民館 

対抗リレー 

地区対抗 

百足競争 

1 3区 3区 猿畑 猿畑 

2 7区 9 支所 18支所 3区 

3 町営伏原 10支所 7支所 13支所 

致ーで篇云J販所ー 

'‘町民の連帯と融和をモットーに、豊かな 

そして『希望ある町、 

第21回町民体育大会 
' 

S 

 どんなプラカードE) ) )ました ‘加f7論 
ー―- ―ー― - ----―ー‘~ 

心を養い、豊かな人を育む、 

住みたくなる町』づくりをめざして’' 

約3,000人が参加 

全員集合 

総合成績 

〇優勝 

〇準優勝 12点 
猿畑地区公民館 

〇3位 
7区地区公民館 

〇4位 

〇5位 

17点 
3区地区公民館 

6 点 
14支所地区公民館 

5点 
9支所地区公民館 
18支所地区公民館 

、 

輪
 

準
優
勝
は
猿
畑
 

五
百
人
の
大
む
か
で
競
争
 

、
 

ク
 

、 

絶
好
e
K
候
に
恵
ま
れ
た
、
五
月
十
六
日
、
日
曜
日
、
午
前
八
時
五
十
．
一
 

五
分
の
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
、
二
十
六
地
区
、
約
三
千
人
の
選
手
、
 

一 

役
員
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に
入
場
行
進
 

第
二
十
一
回
町
民
体
育
大
会
（
同
大
会
実
行
委
員
会
主
催
）
の
始
ま
り
 

で
す
。
 

立
花
大
会
副
委
員
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
十
一
支
所
、
田
中
智
 

君
が
力
強
く
選
手
宜
誓
、
三
千
人
の
大
準
備
体
操
が
終
り
、
小
学
生
の
六
 

十
メ
ー
ト
ル
走
を
皮
切
り
に
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

地
区
対
抗
百
人
競
争
で
は
、
二
十
五
地
区
公
民
館
が
出
場
、
男
女
十
人
 

づ
つ
で
総
勢
五
百
人
が
参
加
、
壮
烈
な
争
い
に
な
り
ま
し
た
。
 

仮
装
行
列
で
は
、
各
地
区
公
民
館
が
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
、
会
場
は
爆
笑
 

の
渦
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
体
育
大
会
は
、
年
々
盛
大
に
な
り
、
全
町
上
げ
て
の
一
大
 

行
事
に
発
展
、
自
己
中
心
主
義
に
な
り
や
す
い
現
代
、
融
和
性
、
連
帯
性
 

を
養
い
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
合
い
で
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
 

に
貢
献
す
る
組
織
づ
く
り
に
自
ら
が
参
加
し
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
コ
ミ
ユ
 

く
り
に
、
町
民
体
育
大
会
は
大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

4ブロック対抗つな引き ‘足より腹が前に出て 百足競争 いノノ 
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反
 

＋
立
十
 

広
 

ロ
万
 

「
国
の
伝
統
工
芸
」
 

指
定
申
請
へ
 

一一
 

つ
 
の
 
組
 
合
 
が
 
合
 
併
 

私
た
ち
の
郷
土
赤
池
が
全
国
に
誇
る
 

上
野
焼
。
そ
の
二
つ
の
組
合
（
上
野
焼
 

協
同
組
合
と
豊
前
上
野
陶
器
組
合
）
の
 

合
併
総
会
が
、
五
月
十
四
日
、
午
後
一
一
 

時
か
ら
、
町
商
工
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
 

す
る
法
律
」
は
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
手
 

作
り
の
工
芸
品
を
消
減
か
ら
救
い
、
市
 

民
生
活
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
よ
う
 

と
昭
和
四
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
 

で
す
が
、
上
野
焼
の
場
合
、
他
の
指
定
 

I 日
本
は
、
世
界
一
安
全
な
国
と
し
て
、
 

治
安
の
良
さ
は
、
む
し
ろ
海
外
で
認
め
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
最
近
は
、
そ
の
状
態
が
崩
 

れ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

警
察
に
届
出
の
あ
っ
た
昨
年
中
の
事
 

件
の
数
は
、
福
岡
県
で
は
、
過
去
十
年
 

間
で
最
高
e
多
発
記
録
で
す
。
通
り
魔
 

事
件
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
犯
罪
が
多
発
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
警
察
も
努
カ
し
て
 

い
ま
す
。
し
か
し
、
事
件
の
解
決
に
は
、
 

皆
さ
ん
の
ご
協
カ
が
大
切
で
す
。
皆
さ
 

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
ー
つ
ー
つ
 

が
事
件
解
決
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
か
ま
 

泣花全兵衛氏（市捌，ー 
―議会活動に 
勲六等単光旭日章を受章 

昭
和
五
十
七
年
 

春
の
叙
勲
で
、
立
 

花
全
兵
衛
氏
が
勲
 

六
等
単
光
旭
日
章
 

を
受
章
さ
れ
ま
し
 

た。 立
花
氏
は
、
昭
 

和
三
十
年
、
赤
池
 

町
議
会
議
員
に
当
 

選
、
四
十
六
年
ま
 

で
四
期
十
六
年
間
 

議
員
を
努
め
ら
れ
 

そ
の
間
、
三
十
八
 

年
か
ら
四
十
年
ま
 

立花全兵衛氏 

議
会
だ
よ
り
 

エ
事
請
負
契
約
な
ど
 

3
議
案
を
可
決
 11
 

・ 

四
月
臨
時
町
議
会
は
、
四
月
十
四
日
 

一
日
の
会
期
で
行
わ
れ
、
工
事
請
負
契
 

約
の
締
結
な
ど
三
議
案
が
い
づ
れ
も
原
 

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

③
専
決
処
分
の
承
認
廿
地
方
税
法
等
の
 

一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
赤
 

3
 

池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

柳
．
を
四
月
一
日
に
専
決
処
分
し
た
の
で
、
 

承
認
を
得
ま
し
た
。
 

ー
 

③
工
事
請
負
契
約
の
締
結
廿
昭
和
五
十
 

に
 

七
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
総
合
 

条
件
は
満
た
す
も
の
の
、
二
つ
の
組
合
 

に
分
れ
て
い
た
た
め
指
定
申
請
が
出
来
 

な
い
で
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
 

「
上
野
焼
を
保
存
、
発
展
 

す
る
た
め
に
」
と
高
鶴
茂
勝
氏
を
委
員
 

長
と
す
る
準
備
委
員
会
も
結
成
さ
れ
、
 

長
年
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、
今
回
の
 

合
併
と
な
り
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
町
長
、
議
長
は
じ
め
多
く
 

の
来
賓
の
方
も
出
席
し
、
役
員
選
出
、
 

事
業
計
画
の
承
認
な
ど
が
行
わ
れ
、
伝
 

い
ま
せ
ん
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
り
、
事
 

件
に
関
し
て
見
た
り
、
聞
い
た
り
さ
れ
 

た
ら
す
ぐ
1
1
0
番
し
て
く
だ
さ
い
。
 

数
分
で
パ
ト
カ
ー
が
か
け
つ
け
、
皆
さ
 

ん
の
身
を
守
り
ま
す
。
心
配
事
は
皆
さ
 

ん
を
訪
れ
た
警
察
官
に
相
談
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

ま
た
派
出
（
駐
在
）
所
を
皆
さ
ん
の
 

気
軽
な
相
談
所
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
 

さ
い
。
必
ず
良
い
解
決
策
が
あ
り
ま
す
。
 

犯
罪
は
社
会
の
敵
で
す
。
皆
さ
ん
が
 

安
心
し
て
暮
せ
る
平
穏
な
街
づ
く
り
を
 

す
す
め
て
ゆ
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
 

見
や
ご
要
望
を
十
分
尊
重
し
た
警
察
活
 

動
を
す
す
め
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

田
川
警
察
署
 

〕 

で
は
議
長
と
し
て
町
の
発
展
に
全
力
を
 

注
が
れ
ま
し
た
。
 

特
に
、
産
炭
地
振
興
特
別
委
員
長
と
 

し
て
、
閉
山
に
あ
え
ぐ
地
域
住
民
の
生
 

活
向
上
と
安
定
に
努
力
さ
れ
、
ま
た
、
 

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
花
弁
、
野
 

菜
の
共
同
出
荷
、
共
同
作
業
体
系
を
確
 

立
し
、
生
産
の
省
力
化
と
品
質
の
向
上
 

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
他
、
町
教
育
委
員
会
副
委
員
長
 

福
岡
県
家
畜
商
組
合
連
合
会
理
事
、
社
 

会
福
祉
法
人
赤
池
福
祉
会
理
事
、
市
場
 

保
育
所
園
長
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
多
方
 

面
に
わ
た
り
、
そ
の
卓
抜
な
見
識
と
指
 

導
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
八
十
五
歳
と
ご
高
齢
で
す
が
、
 

ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
今
後
の
ご
活
躍
 

を
お
祈
り
し
ま
す
。
 

団
地
進
入
道
路
新
設
工
事
、
第
一
工
区
 

か
ら
第
三
工
区
ま
で
、
昭
和
五
十
七
年
 

度
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
赤
池
総
合
 

グ
ラ
ン
ド
拡
張
工
事
、
第
一
工
区
か
ら
 

第
三
工
区
ま
で
、
以
上
の
六
件
の
工
事
 

予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
 

め
承
認
を
得
ま
し
た
o
 

な
お
、
工
期
は
い
づ
れ
も
四
月
十
五
 

日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
二
月
十
四
日
ま
 

で
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

④
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
廿
昭
和
五
十
六
年
度
決
算
見
 

込
み
で
二
億
八
千
万
円
の
歳
入
欠
か
ん
 

が
出
る
見
込
み
で
す
の
で
繰
上
充
用
金
 

と
し
て
補
正
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

統
あ
る
上
野
焼
の
新
し
い
第
一
歩
が
始
 

ま
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
新
組
合
に
は
、
十
五
の
窯
元
 

が
加
盟
し
、
高
鶴
茂
勝
氏
が
理
事
長
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

上野焼協同組合結成総会 〔
総
会
で
挨
拶
す
る
高
鶴
新
理
事
長
〕
 

回
 

画
 

一
票
鶏
）
「
羅
」
器
鷲
篇
鷺
 

！ 
揃
 
喝
 
受
ら
現
に
す
い
大
 
給
6
状
出
 
出
で
分
受
す
し
 
届
と
だ
！
 

器
m

酷
『
縫
語
声
加
芦
踊
盟
題
鷲
水
一
 

薮
」
無
藤
麟
灘
慧
鷲
盤
 

咽
 

『

j

 
l
J
 

【 
日” 

一 

岬
 

、

、

 

町
（
b
 

脚
 

引
‘
一
三
唇
三
，
三
一
価
 

童
は
間
く
と
況
を
で
の
所
で
認
く
し
引
あ
手
で
期
o
童
き
祉
画
 

児
方
の
市
こ
現
当
き
こ
の
在
確
だ
も
、
が
童
が
ず
い
児
続
福
！
 

る
で
を
る
 
手
続
 
年
現
を
た
 
と
格
児
と
必
さ
 
手
場
画
 

卿
 

三

雪

三

‘

三

唇

三

唇

三

肩

三

唇

三

属

三

豆

三

唇

三

‘

三

豆

三

唇

三

唇

三

肩

三

，

三

罵

三

肩

三

唇

三

唇

m

 

節
水
の
ご
協
力
を
 

水
は
、
や
や
も
す
る
と
そ
の
あ
 

り
が
た
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
 

も
し
、
水
道
の
水
が
止
っ
た
ら
 

私
た
ち
の
生
活
は
即
座
に
マ
ヒ
し
 

て
し
ま
い
ま
す
。
 

今
年
も
暑
さ
に
向
か
い
、
水
の
 

使
用
量
が
急
増
す
る
と
、
断
水
と
 

い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

水
道
課
 

糸状の水 ポタポタ水 
1時間で 1時間で 
約8リツトル 約1リツトIレ 

咽 
兄

当

 ル
」
6
r

う
な
は
け
o
浜
の
児
る
の
こ
続
て
の
な
ま
 
」
」
と
に
 

町 

一
響
計
町
蕊
襲
轟
鷲
鷲
暴
熱
験
舞
臨
一
 

福
智
子
ど
も
会
が
初
優
勝
刀
 

第
四
回
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

五
月
五
日
の
子
ど
も
の
日
、
町
民
グ
 

ラ
ン
ド
で
、
赤
池
町
子
ど
も
会
育
成
連
 

絡
協
議
会
（
岩
城
辰
美
会
長
）
主
催
の
 

第
四
回
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

各
地
区
か
ら
、
十
八
チ
ー
ム
、
約
四
 

百
人
が
参
加
、
 

「
子
ど
も
よ
り
親
が
ハ
 

ッ
ス
ル
」
 
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
 

が
、
日
頃
、
地
区
で
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
な
ど
を
行
な
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
 

と
れ
た
、
九
支
所
福
智
子
ど
も
会
（
坂
 

元
信
一
会
長
）
が
初
優
勝
、
準
優
勝
は
 

四
区
子
ど
も
会
で
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
 

9支所福智 
3 j 6 
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原
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竹
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支
所
 

カ
ナ
リ
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9
支
所
 福知日 

10
 

支
所
 

尾
団
地
 

12
 

支
所
 

区
 

四
区
 

杉
の
木
 

［ノ
 

0
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k
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【
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支
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つ
く
し
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d
・ 
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加
 

風
俗
営
業
（
パ
チ
ン
コ
）
店
 

建
設
反
対
を
決
議
 

四
月
二
十
八
日
行
わ
れ
た
、
赤
池
町
議
会
全
体
委
員
会
で
、
町
 

民
会
館
前
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
パ
チ
ン
コ
店
に
つ
い
て
 

の
審
議
が
な
さ
れ
、
町
議
会
と
し
て
、
将
来
こ
の
予
定
地
は
町
の
 

メ
イ
ン
と
な
る
場
所
で
あ
り
、
教
育
施
設
と
あ
ま
り
に
も
隣
接
し
 

て
い
る
点
と
、
青
少
年
健
全
育
成
の
立
場
か
ら
、
そ
の
建
設
に
は
 

反
対
で
あ
る
と
の
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
議
は
、
赤
池
 

町
教
育
委
員
会
、
赤
池
町
地
区
公
民
館
連
合
会
か
ら
の
、
反
対
の
 

陳
情
書
を
受
け
て
、
町
議
会
の
決
議
と
し
て
各
関
係
機
関
へ
送
付
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
風
俗
営
業
取
締
法
は
、
県
条
例
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
 

そ
の
許
可
は
県
公
安
委
員
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
 

な
つ
て
い
ま
す
。
 

天
郷
 

7
支
所
 

オH
ーオン 
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支
所
 

と
ん
が
り
 

11
 

支
所
 

わ
か
ば
 

猿
畑
 

曾
月
の
 

風俗営業（パチンコ）店建設反対決議 

昭和48年3月、赤池町は総合計画を策定 
し、新しい田園都市をめざして推進している‘ 
その中で、旧明治鋭；業ボタ山跡自りを含め周辺 
台土也を開発し、町民会館、同和対策中央研修 
月仁 体育施設として町民グランドなどを設置 
し、健康で明るい住民生活の樹立と教育の振 
興に努めている。 

またこの地域は、将来本町庁舎建設も予定 
されており赤池町のメインとなる場所である。 

しかるに、これら教育施設と対面する位置 
に風俗営業であるパチンコ店の建設が計画さ 
れ、現在その工事が進められようとしているc 
赤池町議会としては、教育施設とあまりに 

も隣接している点と青少年健全育成の立場か 
ら、当h曇或にパチンコ店を建設することは、 
絶対反対である。 

以上決議する。 
日召平ロ57 年4月28 日 
赤 池 町 議 会 

、 ノ 

ハ
こ
よ
み
と
行
事
〕
 

和
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
 

農
事
を
皆
つ
く
し
た
月
と
い
う
こ
と
 

か
ら
、
六
月
を
水
無
月
と
い
う
。
 

1
日
 

1
日
（
火
）
気
象
記
念
日
 
写
真
の
日
 

更
衣
 

4
日
（
金
）
虫
歯
予
防
デ
ー
 

5
日
（
土
）
 

環
境
週
間
（
訓
）
 

6
日
（
日
）
 

第
1

回
卓
球
大
会
 

7
日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
押
タ
m
) 

計
量
記
念
日
 

10 

日
（
木
）
 

時
の
記
念
日
 

11 

日
（
金
）
 

入
梅
 

13 

日
（
日
）
 

第
 17 

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
 

会
 

15 

日
（
火
）
 

ェ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
め
切
 

n
ノ日 

17 

日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
伊
タ
m
) 

19 

日
（
土
）
 

桜
桃
忌
 

20 

日
（
日
）
 

父
の
日
 

22 

日
（
火
）
 

夏
至
 

25 

日
（
金
）
 

救
ラ
イ
の
日
 

26 

日
（
土
）
 

国
連
憲
章
調
印
記
念
日
 

27 

日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
押
タ
m
) 

第
 10 

回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
 

会
 

28 

日
（
月
）
 

貿
易
の
日
 

30 

日
（
水
）
 

大
は
ら
い
 

児
童
手
当
現
況
届
提
出
期
 

限
 

×
昭
和
五
十
七
年
度
 

 ノ 

商
業
統
計
調
査
 

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

通
商
産
業
者
で
は
、
昭
和
五
十
 

七
年
六
月
一
日
現
在
で
、
商
業
統
 

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
業
 

・
小
売
業
お
よ
び
飲
食
店
を
営
ん
 

で
い
る
す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
 

そ
の
流
通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
 

す
る
た
め
行
わ
れ
ま
す
。
 

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
 

員
が
お
伺
い
し
ま
す
が
、
調
査
内
 

容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
 

さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
 

の
で
、
正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

イ
 

産
業
振
興
課
×
 


